


であった（図５）。また，塩分処理濃度 20%以下では渦

鞭毛藻や糸状菌が大量に発生した。 
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図２. 成熟処理とアルカリ処理の併用による遊離

胞数 

 

 

 

 

3.老齢化色落ちノリを用いた酸処理と成熟処理の併用に

よる遊離細胞化試験 

試験期間中に得られた遊離細胞の合計数は海水処理区

（コントロール）を含めて全ての試験区で計数限界以下

であった。 

 一方，試験期間中に得られた精細胞の合計数は海水処

理区（コントロール）で，7.2×106，pH6 試験区で 1.4×

107，pH5 で 2.4×107，pH4 で 8.2×107，pH3 で 7.2×106，

pH2 で 7.2×107，pH1 で 4.8×106 個であった。精細胞が

最も多く得られたのはpH2試験区でコントロールと比べ

て 10 倍多くの細胞を得ることができた（図６）。また，

塩分処理濃度pH4以上では渦鞭毛藻や糸状菌が大量に発

生した。 
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図５. 成熟処理と高塩分処理の併用による精細胞数 

図３. 成熟処理とアルカリ処理の併用による精細胞数 

.老齢化色落ちノリを用いた高塩分処理と成熟処理の併

による遊離細胞化試験 

試験期間中に得られた遊離細胞の合計数は海水処理区

コントロール）で 4.8×105，塩分濃度 0%試験区で 9.6

105，10%で 4.8×105，15%で計数限界以下，20%で 4.

×105，25%で計数限界以下，30%で 1.4×106 個であった。

離細胞が最も多く得られたのは 30%試験区でコントロ

ルと比べて 3.0 倍多くの細胞を得ることができた。ま

，15%の試験区と 25%試験区で，遊離細胞数が極端に

少した（図４）。 
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図６. 成熟処理と酸処理の併用による精細胞数 

 

 

 

 

 

一方，試験期間中に得られた精細胞の合計数は海水処

区（コントロール）で 1.0×107，塩分濃度 0%試験区で

.4×106，10%で 3.4×106，15%で 1.4×106，20%で 6.7×

06，25%で 9.6×105，30%で 9.6×105 個であった。精細

が最も多く得られたのは海水処理区（コントロール） 

 

 

 

 

 

4.ノリ遊離細胞を餌料としたアルテミア飼育予備試験 
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図４. 成熟処理と高塩分処理の併用による遊離細胞数 

餌料別アルテミアの累積へい死を見るといずれの試

験区でも飼育初期から死亡する個体はあるが，8 日以降

は無給餌試験区の死亡率が際だって高くなった（図７）。

これは万能投影機により拡大観察を行ったところ，個体

が細く餓死したものと示唆された。 

 飼育後 11 日後の生存率は無給餌試験区で 17.1%，テト

ラセルミス給餌区で 91.4%，黒のり細胞給餌区では 71.4

%であった（図８）。黒のり細胞給餌区のアルテミアの

11 日後の平均体長は 14.8mm であり、テトラセルミス給




